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は　じ　め　に
　働き方改革元年と言われた2017年から間もなく３年が経とうとしている。JR西労組もこれまでに
「育児・介護、病気などの人生の様々な課題と仕事を両立しうる職場環境の整備」を強く求め、各種
休暇制度やテレワークなどの制度を獲得し、仕事と家庭の両立に努めている組合員の皆さんも多いと
思う。
　一方で、少子高齢化の影響により、特に非正規社員である契約社員を中心に、要員の確保はますま
す困難になっている。また、いわゆる「非番」のある泊まり勤務なども敬遠されつつある。
　JR西労組はこれまで、鉄道事業を今後も持続的に運営していくためには、業務の見直しが不可欠だ
と訴えてきた。さらに、同一労働・同一賃金を背景に、契約社員制度の縮小・廃止、シニア・シニア
リーダー組合員の待遇改善を訴えてきた。
　会社は、2017春闘において、課題を認識し解決していく旨の口頭表明を行い、2018年に提案が
なされ、シニア・シニアリーダー社員の待遇については、大幅に改善された。また、契約社員制度に
ついても、現在会社と交渉を行っている最中である。
　しかし、このような短期的な課題に目を向けるだけではなく、もっと中長期的な課題に目を向ける
必要がある。
　現在、日本社会は、これまで誰も経験したことのない、人口減少社会に突入している。特に深刻な
のは、労働力人口が減少し、高齢者の占める割合が急激に高まることである。
　そのような社会では、労働力を確保するのがますます困難になる一方で、高齢者の移動手段として
の鉄道（特に、地域鉄道）は、これまで以上に重要性を増すことが考えられる。
　来たるべき時代に向けて、労働力のみに頼る現状から脱却し、鉄道事業を持続的に運営するすべを
考えていかなくてはならない。本書がそれを考える上での一助となれば幸いである。
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2

来
す
る
。
そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
は
じ
め
と
し
た
様
々

な
業
種
・ 

産
業
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
人
口
減
少
社
会
に

適
合
し
た
構
造
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
環
境
の
中

で
も
日
本
社
会
を
、
そ
し
て
地
域
社
会
を
支

え
続
け
、
そ
し
て
豊
か
な
社
会
を
後
世
へ
と

引
き
継
い
で
い
く
使
命
を
今
後
も
担
い
続
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

鉄
道
と
い
う
労
働
集
約
型
の
産
業
を
今
後

も
継
続
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の

か
。
次
章
以
降
で
考
え
て
み
た
い
。

　

日
本
の
総
人
口
は
2
0
0
8
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
す
で

に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

2
0
1
7
年
で
1
・
43
と
な
っ
て
お
り
、
出
生
数
は
前
年

よ
り
3
万
人
も
少
な
い
94
万
6
千
人
。
過
去
最
少
を
更
新

し
た
。

　

将
来
の
人
口
推
計
を
み
る
と
、
2
0
0
8
年
に
１
億
2
，

8
0
0
万
人
程
度
だ
っ
た
総
人
口
は
、
2
0
5
0
年
頃
に

１
億
人
を
下
回
り
、
今
後
30
年
の
間
に
約
20
％
も
の
人
口

が
減
少
す
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
年

の
新
成
人
が
65
歳
を
迎
え
る
2
0
6
5
年
頃

に
は
8
，
8
0
6
万
人
と
、
日
本
人
は
現
在

の
約
70
％
の
規
模
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

一
方
で
、
15
歳
～
64
歳
の
い
わ
ゆ
る
労
働

力
人
口
は
、
2
0
1
7
年
の
約
7
，6
0
0

万
人
（
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
60
％
）
か

ら
、
2
0
6
5
年
に
は
約
4
，5
0
0
万
人

（
同
51
％
）
へ
と
、
実
に
3
，1
0
0
万
人

も
の
減
少
と
な
る
。
逆
に
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
、
2
0
1
7
年
の
約
3
，

5
0
0
万
人（
同
28
％
）か
ら
2
0
6
5
年
に

約
3
，4
0
0
万
人
（
同
38
％
）
と
横
ば
い

で
あ
り
、
現
在
は
労
働
力
人
口
の
2
・
2
人

で
支
え
て
い
る
構
造
が
、
2
0
6
5
年
に
は

1
・
3
人
で
支
え
る
こ
と
に
な
る【
図
１
】

【
図
２
】。

　

こ
れ
ら
は
統
計
に
基
づ
い
た
推
計
で
あ
り
、

こ
う
し
た
人
口
減
少
社
会
は
ほ
ぼ
確
実
に
到

1 
日
本
の
現
状

【図１】長期的な我が国の人口推移（平成27年版 厚生労働白書より）

【図２】高齢化の推移と将来推計（平成30年版 高齢社会白書より）
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一
方
で
、
少
子
化
を
背
景
に
採
用
環
境
は
悪
化
し
て
い

く
一
方
で
あ
る
。
現
在
の
採
用
数
を
維
持
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
り
、
業
務
の
見
直
し
が
急
務
で
あ
る
。

で
悪
化
し
、
以
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。）

　

超
勤
削
減
の
取
り
組
み
は
道
半
ば
で
あ
り
、
不
要
な
業

務
の
見
直
し
な
ど
、
全
社
的
で
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

約
10
年
間
は
退
職
者
が
ほ
ぼ
い
な
い
た
め
に
、
採
用
し
た

分
だ
け
社
員
数
が
増
え
て
い
く
と
い
う
特
殊
な
環
境
に
置

か
れ
て
い
く
【
図
３
】。

　

採
用
競
争
力
を
高
め
る
に
は
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整

備
し
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

J
R
西
労
組
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
や
半
休
制
度
を
は
じ

め
、
育
児
・
介
護
制
度
の
充
実
な
ど
、

様
々
な
内
容
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
2
0
1
7
年
の
賃
金
実
態
調

査
で
は
、
女
性
組
合
員
の
６
割
以
上
が
社

内
結
婚
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、

特
に
、
そ
の
割
合
が
高
い
神
戸
地
本
（
神

戸
支
社
）
で
は
、
夫
婦
の
勤
務
を
調
整
し

て
共
働
き
し
や
す
く
す
る
仕
組
み
も
定
着

し
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
で
、
年
休
取
得
日
数
や
超
勤
時
間

数
は
、
こ
こ
数
年
は
改
善
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
遅
く
、
長
期
的
な

視
点
で
見
る
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る

【
図
４
】【
図
５
】。（
た
だ
し
、
2
0
1
8

年
は
、
西
日
本
豪
雨
な
ど
の
大
規
模
災
害

　

J
R
西
日
本
社
員
の
年
齢
構
成
は
、
1
9
8
3
年
～

1
9
9
2
年
の
約
10
年
間
採
用
を
停
止
し
て
い
た
影
響
で
、

い
び
つ
な
年
齢
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
2
0
1
7
年
現
在

44
歳
～
52
歳
の
年
齢
層
が
極
め
て
薄
い
。
今
後
約
10
年
間

は
、
国
鉄
入
社
世
代
が
シ
ニ
ア
を
含
め
、
大
量
に
退
職
し

て
い
く
た
め
に
社
員
数
は
減
っ
て
い
く
も
の
の
、
そ
の
後

3 

J
R
西
労
組
が
勝
ち
取
っ
て
き
た
こ
と
と
課
題

① 

各
種
調
査
か
ら
わ
か
る
こ
と

2 
J
R
西
日
本
の
現
状

【図３】（参考）JR西労組 組合員数（賃金実態調査2017年より）
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2
0
1
8
年
3
月
に
分
会
を
対
象
に

行
っ
た
「
働
き
方
改
革
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
は
、
マ
イ
オ
ピ
ニ
オ
ン
や
業

務
研
究
発
表
会
、
C
S
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
に
つ
い
て
、「
負
担
感
」・「
や
め
た
い

気
持
ち
」
が
と
も
に
高
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。
既
存
の
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
、
一
部
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
存
続
あ
り
き
で
は
な
く
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
で
あ
る【
図
６
】。

　

ま
た
、「
も
っ
と
簡
素
化
し
た
り
、
負

担
が
軽
減
で
き
る
業
務
」
に
つ
い
て
自

由
記
述
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
報
告
物
の

簡
素
化
、
帳
票
類
の
電
子
化
、
業
務
の

シ
ス
テ
ム
化
な
ど
を
求
め
る
声
が
多
く

あ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
改
正
を
隔
年
に
す
る

な
ど
の
斬
新
か
つ
大
胆
な
意
見
も
あ
り
、

今
後
業
務
の
見
直
し
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
大
い
に
参
考
に
な
る
内
容
で
あ
る
。

【
巻
末
資
料
１
参
照
】

　

な
お
、
会
社
は
2
0
1
9
年
3
月
に
、

J
R
西
日
本
発
足
以
降
続
い
て
き
た

「
レ
イ
ン
ボ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
制

度
」
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
業
務
の
煩

雑
さ
な
ど
を
理
由
に
多
く
の
組
合
員
か

ら
見
直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で

あ
り
、
評
価
し
た
い
。
さ
ら
に
他
の
業

務
に
お
い
て
も
見
直
し
が
進
む
よ
う
、

引
き
続
き
働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
。

【図６】各業務等の負担感と気持ち（働き方改革に向けたアンケートより）
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採
用
試
験
の
受
験
機
会
の
確
保
も
求
め
て
き
た
。

　

京
阪
神
地
区
に
お
い
て
は
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
、

京
阪
神
以
外
に
お
い
て
は
、
2
0
2
2
年
ま
で
に
、
業

務
の
見
直
し
や
委
託
化
を
行
い
、
最
終
的
に
全
社
で
契

約
社
員
1
，0
5
0
名
分
の
業
務
を
2
0
0
名
の
社
員

に
置
き
換
え
る
内
容
の
提
案
を
受
け
、
議
論
の
末
、
大

筋
了
解
と
し
た
。

や
か
に
解
決
策
を
策
定
し
、
詳
細
が
固
ま
り
次

第
提
案
等
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

2
0
1
8
年
12
月
に
会
社
か
ら
提
案
を
受
け
、
駅
で

勤
務
す
る
契
約
社
員
の
縮
小
・
廃
止
に
つ
い
て
、
議
論

を
繰
り
返
し
て
き
た
。
雇
用
の
確
保
を
大
前
提
に
、
正

社
員
化
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
社
員

　

J
R
西
労
組
は
、
2
0
1
1
年
以
降
開
催
し
て
き
た

「
職
場
の
あ
り
方
提
言
委
員
会
」
に
お
い
て
、
「
経
験

に
基
づ
き
技
術
・
技
能
の
継
承
を
行
う
鉄
道
業
で
は
、

契
約
社
員
と
い
う
雇
用
形
態
は
好
ま
し
く
な
い
」
と
の

意
見
を
集
約
し
、
契
約
社
員
の
縮
小
・
廃
止
に
つ
い
て

様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
会
社
に
訴
え
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
2
0
1
8
年
の
春
闘
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な

口
頭
表
明
を
得
た
。

◎�

駅
に
お
け
る
業
務
執
行
体
制
に
対
す
る
課
題
に

つ
い
て
【
口
頭
表
明
】

　

生
産
年
齢
人
口
が
減
少
基
調
の
中
、
有
効
求

人
倍
率
は
高
止
ま
り
す
る
な
ど
、
当
社
の
持
続

的
発
展
を
支
え
る
労
働
力
の
確
保
は
今
後
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
変
化
を
見
据
え
る
と
、
労

働
条
件
そ
の
も
の
の
課
題
解
決
に
留
ま
ら
ず
、

今
後
、
よ
り
効
率
的
な
業
務
執
行
体
制
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

特
に
駅
の
業
務
執
行
体
制
、
と
り
わ
け
駅
営

業
の
契
約
社
員
の
需
給
が
厳
し
い
と
い
う
課
題

に
対
し
て
は
、
運
輸
部
門
全
体
の
労
働
力
確
保

の
問
題
と
し
て
捉
え
、
課
題
の
解
決
を
図
る
こ

と
と
し
た
い
。

　

課
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
貴
側
と
の
間

で
一
定
の
議
論
が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
速

ＪＲ西労組は、これまで「職場のあり

方提言委員会」などの取り組みを通して、

駅における契約社員の課題解決について、

検討を行ってきた。

かねてよりＪＲ西労組は「経験に基づ

き技術・技能の継承を行う鉄道業では、

契約社員という雇用形態は望ましくな

い。」と主張し、契約社員の縮小・廃止

を様々な機会をとらえ会社に訴えてきた。

春闘の回答において、会社は「駅営業の契約社員の需給が厳しいとい

う課題に対しては、運輸部門全体の労働力確保の問題として捉え、課題の解

決を図ることとしたい。課題の解決にあたっては、貴側との間で一定の議論

が必要と認識しており、速やかに解決策を策定し、詳細が固まり次第提案等

する考えである。」との口頭表明を行っていた。

このような流れを踏まえ、今回、会社から「契約社員（駅営業）の段階的

縮小・廃止およびこれに伴う取り扱いについて」の提案を受けた。雇用の確

保及び社員採用試験の受験機会の確保を大前提とした上で課題を集約し、今

後交渉を行っていくこととする。

ＪＲ西労組中央本部は、これからも組合員の働きがい向上、生活水準の向

上に向けて、力強く取り組む。

※詳細については別途発信する「業務速報」、機関紙「ＪＲ西労組」を参照してください。

ＪＲ西労組 業務ニュース
年 月 日 西日本旅客鉄道労働組合中央本部 業務部・情宣部

雇用の確保を大前提に、交渉を開始する！

これまでも取り組んできた各種施策
・駅販売体制の見直し（遠隔ＭＶの配置）
・委託業務量の見直し（委託化）

新たな施策
契約社員が担う駅業務の社員化
（社員担務化）

② 
最
近
の
取
り
組
み

（
駅
で
勤
務
す
る
契
約
社
員
の
縮
小・廃
止
）
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そ
の
中
で
、
将
来
の
駅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
大
い

に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

今
後
、
人
材
確
保
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
中
で
、
機
械
化
・
装
置
化
を
拡
大
し
、
必
要

と
さ
れ
る
駅
の
機
能
を
再
整
理
し
、
体
制
を
整
え
て
い

く
方
向
が
確
認
で
き
た
。

　

将
来
の
駅
に
お
け
る
業
務
は
、
「
人
に
よ
り
行
う
こ

と
が
効
率
的
な
業
務
」
に
注
力
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
急
増
す
る
介
助
業
務
や
訪
日
外
国
人
対
応
な

ど
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
。
更
に
は
、
多
く
の
お
客
様

が
人
に
よ
る
対
応
に
対
し
て
安
心
感
・
信
頼
感
を
持
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

会
社
は
、
こ
れ
ま
で
の
議

論
を
踏
ま
え
て
、
2
0
1
9

年
2
月
の
定
例
社
長
会
見
に

お
い
て
、
「
環
境
変
化
を
踏

ま
え
た
今
後
の
駅
の
運
営
体

制
」
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ

た
。【
巻
末
資
料
２
参
照
】

　

み
ど
り
の
窓
口
を
大
幅
に

縮
小
し
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
集
約
し
て
い
く
こ
と
な
ど

を
含
め
、
世
間
で
も
方
向
性

に
つ
い
て
は
概
ね
受
け
止
め

ら
れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　

駅
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
現
場
で
働
く
組
合
員

の
声
を
丁
寧
に
集
約
し
な
が

ら
、
議
論
を
継
続
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

●契約社員（駅営業）の縮小・廃止について

社員 契約社員 時期

京阪神
200 △ 1,050

2020 年度末

京阪神以外 2022 年度末

　

2
0
1
8
年
4
月
、
会
社
は
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
た
。
そ
こ

に
は
、「
今
後
の
脅
威
」
と
し
て
「
人
口
減
少
に
伴
う
市
場
の
縮
小

や
労
働
力
の
減
少
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
「
技
術

革
新
（
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活
用
、
自
動
車
の
自
動
運
転
等
）」

と
書
か
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
大
き
く
2
点
に
分
け
、
以
下
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
【
図
７
】。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
、
J
R
西
労
組
の
視
点
か
ら
考
え

て
み
た
い
。

4 

将
来
の
鉄
道
の
あ
り
方

	
 （「

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
2
0
2
2
」

か
ら
の
考
察
）

【図７】JR西日本グループ中期経営計画2022より抜粋
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［
自
動
運
転
の
実
用
化
］

　

現
在
、
列
車
の
運
行
に
は
、
主
に
車
両
を
整
備
す
る
車

両
系
統
、
主
に
軌
道
を
整
備
す
る
保
線
系
統
、
主
に
電
力

線
を
整
備
す
る
電
力
系
統
、
主
に
信
号
設
備
を
整
備
す
る

信
号
通
信
系
統
の
他
、
日
々
の
列
車
ダ
イ
ヤ
を
整
理
す
る

運
輸
指
令
や
信
号
（
駅
）、
そ
の
他
運
転
士
や
車
掌
な
ど
の

乗
務
員
な
ど
、
多
く
の
人
手
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

2
0
1
8
年
3
月
に
発
表
さ
れ
た
「
J
R
西
日
本
技
術

ビ
ジ
ョ
ン
」【
巻
末
資
料
３
参
照
】
で
は
、
様
々
な
分
野
に

わ
た
っ
て
鉄
道
の
将
来
像
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
、

乗
務
員
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

改
札
機
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
指
定

席
が
購
入
で
き
る
「
み
ど
り
の
券
売
機
」
に
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
と
の
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
切

符
が
購
入
で
き
る
機
能
を
追
加
し
た
「
み
ど
り
の
券
売
機

プ
ラ
ス
」
も
普
及
し
始
め
て
い
る
【
図
８
】
。

　

さ
ら
に
、
改
札
で
は
、
夜
間
な
ど
の
無
人
時
間
帯
に
も
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
「
改
札
口

コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
」
も
多
く
の
駅
で
導
入
さ
れ
て
い
る

【
図
９
】
。

　

ま
た
、
き
っ
ぷ
の
非
対
面
販
売
を
促
進
す
る
も
の
と
し

て
は
、「
e
5
4
8
9
」
や
「
お
と
な
び
」
、「
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス

特
急
券
」
な
ど
の
商
品
も
利
用
が
増
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
を
活
用
し
、
必
要
と
さ
れ
る
駅
の
機
能

を
再
整
理
し
、
体
制
を
整
え
て
い
く
方
向
性
を
会
社
と
確

認
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

今
後
も
現
場
で
働
く
組
合
員
の
声
を
丁
寧
に
集
約
し
な
が

ら
、
議
論
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

② 

将
来
の
列
車
の
運
行
に
つ
い
て

　

駅
の
業
務
を
省
力
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
現
在
す
で
に

実
用
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
自
動
券
売
機
、
自
動

① 
将
来
の
駅
の
あ
り
方

ATOで運行されている、大阪メトロ 長堀鶴見緑地線

【図８】「みどりの券売機プラス」のご利用方法（JRおでかけネットより）

【図９】改札口コールシステムのご案内
　　　（JRおでかけネットより）
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現
在
は
、
一
つ
の
列
車
を
動
か
す
に
は
、
基
本
的
に
は

運
転
士
と
車
掌
が
１
名
ず
つ
乗
車
し
て
い
る
。
ま
た
、
一

部
の
線
区
で
は
、
運
転
士
が
車
掌
業
務
を
兼
務
す
る
「
ワ

ン
マ
ン
列
車
」
も
運
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
J
R
以

外
に
目
を
向
け
る
と
、
大
阪
メ
ト
ロ
や
京
都
・
神
戸
市
営

地
下
鉄
な
ど
の
一
部
の
線
区
で
は
、
A
T
O
（
自
動
列
車

運
転
装
置
）
の
活
用
に
よ
る
ワ
ン
マ
ン
運
転
が
な
さ
れ
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
は
、
完
全
無

人
運
転
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

2
0
1
8
年
12
月
、
J
R
東
日
本
の
山
手
線
に
お
い
て
、

　

新
た
な
技
術
と
し
て
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
無
線
式

A
T
C
（
自
動
列
車
制
御
装
置
）
は
、
連
続
的
な
無
線
通

信
に
よ
っ
て
地
上
装
置
が
各
列
車
の
走
行
位
置
を
検
知
す

る
こ
と
で
、
前
を
走
る
列
車
の
位
置
を
把
握
し
て
、
後
ろ

の
列
車
を
減
速
さ
せ
、
列
車
同
士
の
安
全
な
間
隔
を
確
保

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

無
線
式
A
T
C
は
、
踏
切
で
車
が
立
ち
往
生
し
て
い
る

と
き
で
も
、
無
線
を
介
し
て
自
動
で
ブ
レ
ー
キ
を
作
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
雨
や
地
震
な
ど
に
伴
う
急
な
速

度
規
制
の
と
き
も
、
そ
の
情
報
を
列
車
に
送
信
し
、
ブ

レ
ー
キ
を
自
動
で
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

さ
ら
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
や
地
上
子
な
ど
が
無
線
に
置
き

換
わ
る
こ
と
か
ら
、
地
上
設
備
が
シ
ン
プ
ル
に
な
り
、
維

持
コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

J
R
西
日
本
の
管
内
で
も
、
和
歌
山
線
の
橋
本
～
和
歌
山

間
に
お
い
て
、
2
0
2
3
年
春
、
一
部
列
車
に
対
し
て
導

入
を
開
始
し
、
2
0
2
4
年
春
に
は
全
列
車
で
導
入
を
完

了
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

［
蓄
電
池
・
燃
料
電
池
車
の
導
入
］

　

地
上
設
備
の
シ
ン
プ
ル
化
と
い
う
観
点
で
は
、
無
線
式

A
T
C
以
外
に
も
、
床
下
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
積
載
し
た
蓄

電
池
列
車
が
2
0
1
6
年
10
月
か
ら
J
R
九
州
内
で
営
業

運
転
を
開
始
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
水
素
を
活
用
し
た

燃
料
電
池
車
に
つ
い
て
も
、
2
0
1
8
年
9
月
に
J
R
東

日
本
が
ト
ヨ
タ
と
連
携
し
て
開
発
に
着
手
し
て
お
り
、
将

来
的
な
実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、

G
P
S
を
活
用
し
た
列
車
走
行
制
御
や
運
転
操
作
支
援
な

ど
、
多
く
の
技
術
が
実
用
化
に
向
け
た
検
討
段
階
に
あ
る
。

自
動
運
転
の
実
用
化
に
向
け
た

公
開
試
験
が
行
わ
れ
た
【
図

10
】
。
運
転
士
は
発
車
ボ
タ
ン

を
押
す
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
の

区
間
で
マ
ス
コ
ン
（
マ
ス
タ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
、
主
幹
制
御

器
）
に
手
を
触
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
全

駅
ホ
ー
ム
ド
ア
や
踏
切
の
廃
止
、

完
結
し
た
路
線
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
導
入
要
件
の
大
半
は
ク
リ

ア
さ
れ
て
お
り
、
実
用
化
は
そ

う
遠
く
な
い
将
来
に
実
現
す
る

で
あ
ろ
う
。

　

J
R
西
日
本
に
お
い
て
も
、

大
阪
環
状
線
な
ど
、
要
件
が
整

え
ば
自
動
運
転
が
可
能
な
路
線

は
存
在
す
る
。
J
R
東
日
本
が

行
っ
た
自
動
運
転
の
実
証
実
験

は
、
単
な
る
対
岸
の
出
来
事
と

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
鉄
道
業
界
の
あ
り
方
と
し

て
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
無
線
式
A
T
C
の
実
用
化
］

　

ま
た
、
運
行
に
関
す
る
保
安
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、

技
術
革
新
が
進
ん
で
い
る
。

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
A
T
S
（
自
動
列
車
停
止
装
置
）

は
、
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
信
号
を
送
信
し
、
線
路
の
特
定

の
地
点
に
設
置
し
た
装
置
（
地
上
子
）
を
介
し
て
列
車
に

情
報
を
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

【図10】交通新聞電子版（2019年1月8日）
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け
た
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。（
新
聞
記
事
参
照
）

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
初
期
投
資
の
約
2
4
0
億
円
の
う
ち
、

J
R
西
日
本
が
約
24
％（
約
58
億
円
）、
岡
山
市
が
約
29
％

（
約
70
億
円
）、
総
社
市
が
約
９
％（
約
21
億
円
）
を
負
担

し
、
残
り
は
国
補
助
を
活
用
す
る
方
針
が
決
ま
っ
た
。
ま

た
、
運
行
経
費
で
は
、
年
１
億
円
程
度
か
か
る
修
繕
費
の

半
額
を
両
市
が
負
担
し
、
運
行
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
担
う
こ

と
、
さ
ら
に
は
新
た
に
７
駅
を
設
置
し
、
運
行
本
数
を
最

大
で
約
２
倍
に
増
や
す
こ
と
な
ど
も
あ
わ
せ
て
決
ま
っ
た
。

公
共
交
通
手
段
を
指
す
。

近
年
、
都
市
中
心
部
の

交
通
と
し
て
見
直
さ
れ

て
お
り
、
富
山
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
（
旧
富
山
港

線
・
2
0
0
6
年
開

業
）
や
、
万
葉
線
（
旧

加

越

能

鉄

道

・

2
0
0
2
年
開
業
）
で

導
入
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
は

日
本
で
初
め
て
L
R
T

新
設
計
画
が
進
ん
で
い

る
。（
2
0
2
2
年
開
業

予
定
）

　

吉
備
線
（
桃
太
郎

線
）
の
L
R
T
化
に
つ

い
て
は
、
J
R
西
労
組

は
2
0
0
2
年
に
岡
山

で
開
催
し
た
定
期
大
会

を
契
機
に
こ
れ
ま
で
の

間
、
長
く
訴
え
て
き
た
。
2
0
0
4
年
に
岡
山
で
開
催
し

た
J
R
西
労
組
第
６
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
吉
備

線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
討
議
を
行
い
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
地
方
議
員
に
よ
る
沿
線
自
治
体
へ
の
働
き

か
け
や
、
地
元
N
P
O
の
R
A
C
D
A
と
連
携
し
、
連
合

岡
山
メ
ー
デ
ー
に
お
け
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
な
ど
、
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
2
0
1
８
年
4
月
に
よ
う
や
く
岡
山
市
・
総

社
市
・
J
R
西
日
本
の
三
者
が
合
意
し
、
L
R
T
化
に
向

［
検
査
業
務
の
効
率
化
］

　

工
務
関
係
全
般
に
視
点
を
広
げ
る
と
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
斜
面
防
災
、
走
行
す
る
車
両
や
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
地
上
設
備
の
状
態
を
収
集
す
る
こ
と
に

よ
る
検
査
業
務
の
機
械
化
、
さ
ら
に
は
、
設
備
状
態
を
常

時
監
視
・
把
握
し
、
必
要
な
時
の
み
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実

施
す
る
こ
と
で
品
質
と
効
率
性
を
両
立
さ
せ
る
予
防
保
全

の
考
え
方
に
よ
る
新
し
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
手
法
へ
の
転
換

な
ど
、
様
々
な
技
術
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
労
働
集
約
型
で
あ
っ
た
鉄
道
は
、
大
き
く

変
わ
る
転
機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。J
R
西
労
組
と
し

て
も
、
積
極
的
な
情
報
収
集
と
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

［
L
R
T
の
活
用
に
つ
い
て
］

　

L
R
T
と
は
、
L
i
g
h
t 

R
a
i
l 

T
r
a
n
s
i
t
（
次
世
代
型
路
面
電
車
）
の
略
で
、
低

床
式
車
両
の
活

用
や
軌
道
・
電

停
を
改
良
す
る

こ
と
で
、
乗
り

降
り
を
し
や
す

く
し
た
り
、
定

時
性
・
速
達

性
・
快
適
性
な

ど
の
面
で
鉄
道

と
同
じ
く
優
れ

た
特
徴
を
持
つ

③ 

L
R
T
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

吉備線LRTイメージ（岡山市作成）

現在検討されている駅の場所の「案」（山陽新聞2019年1月29日記事より）
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山陽新聞 2018年4月5日 １面記事
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山陽新聞 2018年4月5日 33面記事
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ジ
ウ
ム
当
日
に
も
大
い
に
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

［
B
R
T
を
め
ぐ
る
報
道
に
つ
い
て
］

　

最
後
に
、
B
R
T
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

B
R
T
と
は
、
B
u
s 

R
a
p
i
d 

T
r
a
n
s
i
t

（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
の
略
で
、
現
在
の
レ
ー
ル

を
バ
ス
専
用
道
に
舗
装
し
て
、
連
節
バ
ス
な
ど
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
鉄
道
と
同
じ
よ
う
な
大
量
輸
送
・
定
時
運
行

を
可
能
と
す
る
公
共
交
通
手
段
の
こ
と
を
主
に
指
す
。

　

日
本
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
不
通
と
な
っ
た
区
間
を

舗
装
し
た
、
J
R
東
日
本
の
気
仙
沼
線
や
大
船
渡
線
な
ど

で
実
用
化
さ
れ
て
お
り
、
自
動
運
転
に
向
け
た
検
討
も
行

わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

J
R
西
日
本
管
内
で
は
、
宇
部
市
な
ど
の
主
導
の
下
、

宇
部
線
を
B
R
T
化
す
る
検
討
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
と

　

し
か
し
、
実
現
へ
の
道
の
り
は
は
ま
だ
遠
い
。
現
在
は

事
業
化
に
向
け
た
設
備
計
画
（
具
体
的
な
駅
の
場
所
・
運

行
ダ
イ
ヤ
等
）
を
検
討
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
そ
の
後

も
運
行
形
態
や
運
賃
な
ど
、
決
め
る
べ
き
こ
と
は
山
積
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
運
行
後
に
か
か
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
に
つ

い
て
も
課
題
で
あ
る
。
現
在
の
計
画
で
は
、
電
架
柱
を
新

設
し
、
電
気
で
走
る
列
車
を
運
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
か
か
る
費
用
を
含
め
た
修

繕
費
だ
け
で
年
間
１
億
円
と
目
算
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て

安
く
は
な
い
。

　

こ
こ
で
提
案
し
た
い
の
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
で
動
く
蓄
電

池
列
車
で
あ
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
型
L
R
T
は
、
台
湾
の
高

雄
や
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ー
ス
な
ど
で
は
す
で
に
実
用
化
さ
れ

て
お
り
、
電
架
柱
や
電
力
線
な
ど
の
広
範
囲
に
わ
た
る
設

備
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
必
要
も
な
い
。
ま
た
、
工
事
期

間
も
短
縮
で
き
る
た
め
、
早
期
の
開
業
へ
の
足
が
か
り
と

な
る
。

　

狭
軌
用
の
車
両
の
開
発
や
、
車
両
長
に
関
わ
る
制
限
な

ど
、
解
決
す
べ
き
課

題
は
あ
る
も
の
の
、

実
用
化
に
向
け
た
検

討
を
提
言
し
た
い
。

　

2
0
1
9
年
5
月

に
は
、
2
0
0
4
年

の
開
催
以
来
と
な
る

「
第
7
回
J
R
西
労

組
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
岡
山
の
地
で

開
催
す
る
。
シ
ン
ポ

台湾　高雄ライトレール（高雄LRT）

大船渡線との並走区間

専用道を走る大船渡BRT

大船渡線 盛駅
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く
組
合
員
で
あ
る
。
私
た
ち
が
静
観
を
決
め
込
ん
で
い
て

は
、
会
社
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
時
代
に
す
で
に
突
入

し
て
い
る
の
だ
。
J
R
西
労
組
の
「
チ
ェ
ッ
ク
」
を
今
こ
そ

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
生
き
残
っ
て
い
く
た
め

に
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
に
は
、
我
々
労
働
者
が
、
現

場
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
異
変
を
す
み
や
か
に
と
ら
え
、

課
題
と
し
て
認
識
し
、
声
を
集
め
、
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
の
力
で
企
画
提
案
を
行
う
、
「
企

画
・
提
案
運
動
」
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

是
非
、
こ
れ
を
読
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、
今
現

場
で
起
こ
っ
て
い
る
変
化
を

と
ら
え
、
共
有
し
、
現
場
の

声
と
し
て
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
J
R
西
労
組
の
強
み

は
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
「
チ
ェ
ッ
ク
・
提
言

機
能
」
を
活
か
し
て
、
こ
の

難
局
を
と
も
に
乗
り
越
え
て

い
こ
う
。

の
こ
と
で
あ
る
。（
新
聞
記
事
参
照
）

　

宇
部
市
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
市
バ
ス
」
が
存
在
し
、
そ

の
「
市
バ
ス
」
が
宇
部
線
の
沿
線
に
も
走
っ
て
お
り
、
宇

部
市
は
そ
れ
ら
を
一
本
化
し
た
い
と
の
思
惑
が
あ
る
よ
う

だ
。
実
現
の
可
否
に
向
け
た
議
論
を
深
め
る
た
め
に
も
、

今
後
の
動
き
に
注
目
し
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
人
口
も
労
働
力
も
乗
客
数
も
右
肩
上
が
り

だ
っ
た
時
代
に
反
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
す
べ
て
が
減
少
し

て
い
く
、
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
に
突
入
し
て

い
る
。
そ
の
一
端
が
、
近
年
の
契
約
社
員
の
採
用
難
な
ど
に

表
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
代
は
、
経
営
陣
を
含
め
、
誰
も

経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
多
く
見
ら
れ
た

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
施
策
実
行
で
は
、
時
代
の
変
化
に

間
に
合
わ
な
い
、
も
し
く
は
合
致
し
な
い
恐
れ
が
大
い
に

あ
る
。
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
は
、
私
た
ち
現
場
で
働

5 

お
わ
り
に

中国新聞 2019年1月12日 1面記事
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働き方改革に向けたアンケート（2018年３月実施）自由記述部分回答
巻末資料1

Q1. もっと簡素化できる報告物について
系統 内　容

共通

・気がかり事象
・リスクアセスメント
・安全報告
・ＫＡＩＺＥＮシート

駅

・過不足金事由報告書
・訂正通知書、訂正通知依頼書
・異常時の時系列報告
・研修センター入所前の事前課題
・自主点検チェックシート

乗務員 ・乗務報、ノリホ

車両

・材料要求
・車両検修情報
・一斉点検
・車両故障報告書
・報告先により様式の異なる同内容の報告書

施設・
電気

・定例報告物（ＭＴＴ、探傷、現場長レポー
ト）

・予算要求資料（中長期）
・予算要求資料（紙ベース）
・予算関係資料（支社と鉄道部とを統一）
・グループ会社、協力会社の工事従事者報告
・各系統が同様の内容を報告している事故報告

（「別表２」）
・責任者手当の様式
・期限の短い緊急報告物
・データ化されているものを印刷しただけの報

告

Q2. 機械化・システム化をすれば負担が減ると
 考えられる業務

系統 内　容

・決裁業務（電子化）
・規程類の差し替え（タブレット化）
・支社等へ出向いての会議（テレビ会議の活

用）
・システムと二重管理になっている報告物（勤

務管理、超勤管理、巡回旅費、日報）

系統 内　容

共通

・物品や資材の請求
・遅いネット回線、低スペックのパソコンでの処

理
・会議資料の印刷（タブレット化）
・無人駅への情報伝達

駅

・通達・商品通達・規則の電子化
・帳票類のシステム化及び電子化
・乗越し精算機、自動改札機、ＭＶの改修（取

扱い可能なパターンの増）
・無人駅の磁気券券詰まり対応（自動改札機

をIC専用に）
・ＩＣ精算、発駅取消業務（ＩＣエリアの拡大、

モバイルICOCA）
・ジャパンレールパス（ＩＣ化、ＱＲコード化）
・介助業務（ホームとの隙間をなくす機械の開

発、失念防止）
・通告券交付（指令から乗務員に直接伝達）
・構内作業（カンテラ、除草、除雪、ポイント清

掃）
・異常時の放送
・ＰＯＳ締切作業
・ダイヤ改正作業
・特急列車の乗車位置案内（ランプ点滅をＣＴ

Ｃと連動）

乗務員

・遅延時分の報告
・掲示物の閲覧（タブレット化）
・教育や研修（端末を使って個人型に）
・時刻表、小カード
・年休申請
・ワンマン列車での運賃収受
・ワンマン列車でのＩＣ対応
・車内放送
・車内巡回

車両

・部品交換、不具合対応（車両の状態を監視
し、データで通信）

・各種計画業務（検修作業、構内作業、清掃
作業、入場予定）

・部品の測定
・車両の試験および検査

巻
末
資
料
１
働
き
方
改
革
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト

（
2
0
1
8
年
3
月
実
施
）自
由
記
述
部
分
回
答
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系統 内　容

施設

・探傷車の機能向上
・運転担当業務
・工事書類の作成
・作業計画書、施工打合せ票（打合せの非対

面化）
・検査野帳への記入（タブレット化）
・劣化度判定
・材料の要求業務
・棚卸業務（バーコードでの在庫管理）
・運行管理システム（ＣＴＣ化、システム化）
・自動券売機・自動改札機トラブル（ＩＣ化）
・軌道補修作業（ＭＴＴ化、機械式タイタンパ）

電気

・ＥＤＩＳＯＮの設備入力（システム速度の向
上、簡素化、予算とのリンク）

・勤務実績入力
・使用電気のメーター（目視）による確認
・システム故障時対応（遠隔リセットを可能に）
・工事書類作成業務
・作業計画書、施工打合せ票（打合せの非対

面化）
・運転関係業務（線閉、停電、踏停等）
・列車巡視

間接

・WISEを使った会議（ＷＩＳＥのＷｉ-ｆｉ化）
・業務説明用の資料の持参（タブレット端末の

個人配付）
・定例的な立案の作成
・共通化できる業務の集約（新聞切り抜きなど）
・データの受け渡し（全社アクセス可能な共有

フォルダ）

Q3. どのようなサービス（業務）を割り切れば、 負担が
軽減できると思いますか

系統 内　容

共通

・ＣＳフェスティバル 
・業務研究発表会
・地域共生の取り組み 
・マイオピニオンの提出
・ダイヤ改正 
・各種会議の議事録作成
・お客様の声の共有
・お客様の声への回答作成（定型化）
・頻繁な予算（決算）の見込み報告
・支社事務連絡（本社事務連絡と変更がない

場合）
・結論の出ない会議や同内容の会議

系統 内　容

駅

・介助業務 
・遺失物対応
・窓口での切符の販売 
・10日毎の締切作業
・深夜の列車運転（終電時間を早める）

乗務員

・車内放送 
・車内改札、切符販売
・ワンマン扱い（全駅全ドア扱いに）
・出区点検

車両

・小集団活動 ・安全意見発表会
・個人テーマ ・行き過ぎた５Ｓ活動
・研修事前課題、振り返り
・ＫＲＭ（研修リスクマネジメント）、ＫＹＴ（危

険予知トレーニング）発表会
・重複している検査記録

施設

・技術課題プログラム
・マイティー、区内若手勉強会
・除草作業 
・発車ベルの管理
・磁気券の発売 
・地域の行事への参加
・各種会議（直外全部集まって１回で終わるように）
・エコ報告（昼休憩の消灯数）

電気

・振替電気制度（各職場の電気使用量算出）
・本部長計画工事の運営会議での報告
・委任された予算についての承認
・信号切り替えの工事立会い（外注化）
・ＮＴＴ電話（部外対応） 
・工事設計（外注化）
・社員による清掃 
・不用資産の維持管理

間接

・上司の手持ちにしか使われない資料
・本社決定事項の支社運営会議への付議
・回答相手のいない「お客様の声」回答作成
・ＮＴＴ電話への対応（携帯電話の貸与）
・互換性のない技術開発施策の取 捨選択

（D-TAS、無線式ATC）
・プレスや株総におけるQA作成
・不要な建物の保守管理（撤去）
・販売促進（商品造成、宣伝、イベント）

巻
末
資
料
１
働
き
方
改
革
に
向
け
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ア
ン
ケ
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年
3
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由
記
述
部
分
回
答
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環境変化を踏まえた今後の駅の運営体制（2019年2月19日定例社長会見資料）巻末資料2

駅の運営体制で目指す姿
 

将来にわたり鉄道・交通サービスを持続的に提供するため、 
安全で高品質な鉄道サービスを、ハード、ソフト両面からの改善により、 
効果的に提供していきます。 

目標指標・ 
めざす状態 

新しい技術や仕事の仕方の変革によって、少人数でもより高い 
安全・ＣＳが持続的に提供できる目処が立っている状態 

少子高齢化にともなう人材確保難等の経営環境の変化に鑑み、 
  駅係員の業務については少人数でもより高い安全・ＣＳが持続的に 
  提供できる体制を構築していく 

■ 当社社員の年齢構成（2018 年４月１日現在、１の位を四捨五入） 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

～66歳 
50～54歳 
45～49歳 
40～44歳 
35～39歳 
30～34歳 
25～29歳 
20～24歳 
19歳以下 ４１０  

１，９９０  
４，０００  

６，２７０  
４，１２０  

１，７９０  
８１０  

１，４８０  
９，４３０  ７，５１０  １，９２０  

：定年後再雇用社員 

※社員の定年は６０歳に達する日の属する 
 年度の翌年度の７月末日が基本。 

※定年後再雇用社員の雇用期間の限度は、 
 定年退職の翌日から５年間。 

合計３０，３００人  

：社員 

1
「JR西日本グループ中期経営計画2022」鉄道事業戦略（生産性向上）

今後めざす「駅係員が行う業務」 

ＭＶ

みどりの窓口 

サービスの向上に向けて 
お客様と向き合う「フロント業務」に注力する体制 

きっぷ購入
のサポート 

出改札を中心とした分業体制 

忘れ物の 
受付・捜索 

運行不能時 
の払い戻し 

訪日外国人への応対 内勤・機動 

輸送障害時 
の案内 

現在「駅係員が行う業務」 今後めざす「駅係員が行う業務」 

改札 

出札 

駅運転 
不案内なお客様
のサポート 

①出札・改札業務の集約化 
 ⇒「遠隔システムコールセンター」 
 
②ご意見・ご要望や 
         お問合せ対応 
 ⇒「お客様センター」  
③列車乗降のお手伝い 
 ⇒ 主要駅では専任チームで対応  
④清掃・美観維持業務 
 ⇒各エリアのグループ会社（メンテック） 

①案内のセルフ化  

②販売のセルフ化 

1 お客様ご自身でご対応いただく 
「セルフ化」 

運行情報ディスプレイ 列車運行情報 
アプリ 

列車走行位置サービス 

2  専門性により駅係員以外で担う業務の
「集約化」 

ＩＣＯＣＡのエリア拡大 ネット予約・チケットレス化 新型券売機の導入 

遠隔システムコールセンター 

Twitter  

お身体の不自由な 
お客様のお手伝い 

2



17

１ｰ① 案内のセルフ化 
■ 列車走行位置サービス （サービス開始：2017年４月～） 

・また現在、一部の路線・区間のみで対応していた、特急列車の表示
機能を近畿エリアの路線・区間に追加 

・３月１６日より新たに、北陸エリア（北陸線）を追加し、近畿エリア
でも２路線（和歌山線、きのくに線）を追加  
⇒これにより、計５エリア、３０路線（３６区間）に対応 

■ 列車運行情報アプリ （サービス開始：2014年７月～） 
・３月５日より、事前に登録した路線の運行情報がより見やすく
なるようにデザインを変更 

■ 列車運行情報公式Tw itterアカウント （サービス開始：2018年８月～）  
 

・また、プッシュ通知で運行状況の概要を確認できるよう通知内容
を充実 

・３月１日より、京阪神エリアのアカウントに運行状況をお知らせ
する路線図を追加 

・また新たに、英語・繁体中文・簡体中文・韓国語のアカウントを
開設 

3
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１ｰ② 販売のセルフ化 
■ I COCAのエリア拡大 
・2003 年11月 １日：ICOCAのサービス開始（近畿圏254 駅） 
・2007 年 ９月  1日：岡山、広島地区（135 駅）でサービス開始 
・2018 年 ９月15日：ICOCAエリア一体化 

（近畿圏～岡山・広島、北陸のまたがり利用可能に） 
・2019 年 ３月16日：境線 車載型IC改札機導入（当社初の車載型IC改札機） 
 

ご利用者のIC利用率：約75％ 

■ ネット予約・チケットレス化 
・「エクスプレス予約」「e5489 」といった、お手持ちのパソコン・  
 スマートフォン等からの簡単操作で特急券等の予約、変更、払い戻し 
 ができるサービスを拡充。「スマートEX」等のチケットレスサービスも展開 

登録会員数：エクスプレス予約… 約360 万人                   
      スマートEX    … 約190 万人 
      e5489   … 約390 万人 

ご利用件数  ※予約・変更も１件にカウント 
 ：エクスプレス予約・スマートEX計  … 約20万件／日 
  e5489 （チケットレスサービス含む）… 約 ２万件／日 

（数字は2018年12月時点） 

4
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２-① 出札・改札業務の集約化 
■遠隔システムコールセンター 
・一部の駅では、きっぷに関する内容や機器の操作手順等でお問合せがあった場合は、 
 インターホンを通じてオペレーター等によるご案内を実施 

● みどりの券売機プラス（約80駅） ● 改札口コールシステム（約230駅） 
・「みどりの窓口」と同じようにきっぷの 
 ご購入・変更・払い戻しができる券売機 

・改札口付近できっぷに関する内容や機器の 
 操作手順、通り抜け等でお問合せがあった場 
 合にオペレーターが遠隔で対応するシステム 

・必要によりオペレーターが遠隔で対応 

・割引証などの確認が必要なきっぷも取り 
 扱い可能 

※数字は2019 年2月現在 

5

■業務の集約と人により行うことが効果的な業務への注力 
・対面窓口（みどりの窓口）は新幹線駅や拠点駅に集約し、みどりの券売機プラスの導入によ 
 る遠隔でのきっぷ発売や、高機能型券売機（HT50 -Ⅱ型）を導入拡大。 

遠隔システムコールセンターによるサービス導入駅の拡大 

現状（２０１８年度初） 将来（２０３０年度頃） 

みどりの窓口 １８０駅 
拠点駅、新幹線駅 
を中心に配置 
（３０駅程度） 

みどりの券売機 
    プラス ５０駅 

上記以外の駅 
を中心に拡大 
（１００駅程度） 

高機能型券売機 
７０駅 

※みどりの窓口、みどりの券売機 
プラスとの重複導入駅含む 

ほぼ全ての有人駅 

■京阪神エリア（計約340駅）における導入拡大イメージ ※数字は概数 

・また改札業務についても、自動改札機やICOCAエリアの拡大にあわせて、コールセンターに 
 集約。 
・駅係員は、お困りのお客様や海外からお越しのお客様等、お一人おひとりにあわせたきめ細   
 かな応対に注力。 

※高機能型券売機とは、ICカードの購入やクレジットカードを利用した定期券の購入が可能な券売機 

6
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JR西日本 技術ビジョン（2018年3月策定）巻末資料3
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今
回
の
Ｓ
ａ
ｙ
ー
ｃ

ｈ
ｏ
で
は
、
労
働
力
不

足
時
代
の
鉄
道
の
あ
り

方
と
題
し
て
、
今
後
日

本
が
直
面
す
る
労
働
力

不
足
の
現
状
と
、
我
々

が
今
の
う
ち
に
で
き
る
こ
と
、
し
て
お
く
べ
き

こ
と
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
政
策
課
題

と
い
う
よ
り
は
業
務
課
題
に
直
結
す
る
話
題
も

多
く
、
制
作
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
発
行
が
遅
れ
た
こ
と
を
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

記
事
を
書
き
す
す
め
る
う
ち
に
、
今
か
ら
30

年
後
、
50
年
後
の
鉄
道
は
ど
の
よ
う
な
姿
に

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
機
械
化
や

装
置
化
、
自
動
化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ

を
使
い
こ
な
す
の
は
人
間
で
す
。
人
間
が
行
う

部
分
と
、
機
械
に
任
せ
る
部
分
の
線
引
き
が
難

し
く
な
る
の
だ
ろ
う
な
ぁ
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と
な
ら
、
大
変
な
作
業
は
機
械
に
ど

ん
ど
ん
任
せ
て
、
今
よ
り
も
っ
と
ラ
ク
に
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
も
な
く
「
平
成
」
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
J
R
西
労
組
が
誕
生
し
た
の
は
平
成
３

年
12
月
で
あ
り
、
J
R
西
労
組
は
こ
れ
ま
で
、

ま
さ
に
平
成
の
時
代
と
と
も
に
成
長
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、
こ
れ

ま
で
の
繰
り
返
し
で
は
成
長
を
望
む
こ
と
が
困

難
な
時
代
に
な
る
で
し
ょ
う
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
と
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
を
活
か
し
て
、
次

な
る
時
代
も
一
致
団
結
し
て
乗
り
越
え
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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